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･}ト活動を記録した｡ディスプレイ上に受容野を
定め､種々のパターン及び色覚刺激によりその生
理学的性質を調べた後､サルに以下の三条件の視
覚関連課題を行わせて課超遂行時のユニット活動
を解析した｡(I)'受容野円に呈示した視覚刺激の弁
別を注視行動中に行う｡(2)注視点から受容野内に
呈示した視覚刺激への眼球運動(サッケ-ド)を
行ってから弁別をすろ｡(3)注視行動中に受容野に
刺激呈示をすろが弁別しない(コントロール)｡
これまでに視覚刺激に応答を示すユニットを34個
記録したが､diffuselightのon-offに反応を
示すもの､方向選択性を示すもの､注視点から弁
別刺激へのサッケードに先行して発火するもの､
auditoryやsomatosensory刺激によって発火頻
度が増大するもの等があることが分かった｡現在
記録と解析を継続中である｡
r課 題 6
霊長類大脳皮質のモノクローナル抗体による
研究
藤田 忍(群大 ･医)
本研究の目的は､霊長鞘において最も発達し
た大脳皮質の神経構築に関与する分子､およびそ
の解明の手がかりと一なる未知分子を発見解析する
ことである｡本年度は､前年度に発見した一部の
中枢ニューロンの周囲を染めるモノクローナル抗
体群を災巾的に研究した｡抗体478の認識する抗
原分子は､イムノプロット法､組織切片のコンド
ロイチナーゼ処理などによりプロテオグ1)カン様
物質と考えられた｡抗体473とは異なるニューロ
ン群を熟める抗休876もコンドロイチナ-ゼ処理
により抗原が不活化された｡さらに軟骨研究のた
めに開発された抗プロテオグリカン抗体の中に､
一部の中枢ニューロンの周囲を染めるものが兄い
出された｡これらより､プロテオグリカンまたは
近縁の物質が一部中枢ニューロンの周囲に存在す
ることが明らかとなった｡
さらに異なるニューロン群に結合する抗体の存
在を想定し､サル脳海馬組綴 ･ニワトI)艦組織等
でマウスを免疫し､モノクローナル抗体を免疫組
織化学的に検宗したところ､さらに7,抗体を発見
入手した｡これらの抗体間の異同関係は解析中で
あるが､いずれもコンドロイチナ-ゼ処理により
抗原活性が矢なわれる｡これらのことは､中枢ニ
ューロン間の何らかの相互作用のために､多様な
プロテオグリカン様分子が利用されている可能性
を示唆している｡
霊長類網膜の運動刺激検出穐鰍こついて
田内雅規(国立身障者リハセンター研)
脊椎動物の視覚系では､動く刺激に対して非常
に強く反応する機構が存在する｡この様な機柄は
網膜においてすでに認められており､我々は網膜
におけるこの運動刺激検出の成立ちを朋明するう
えで､特に網膜のアセチルコリン(Ach)が盟要
な神経伝達物質としての役割を担っていることを
明らかにして.きた｡霊長類の網膜においては､A=h
の存在は知られているものの､その局在やAchを
持つ細胞の形態については全く判っていない｡従
って､今回はサル網膜を用いて､Achを合成する
酵素であり;コリン作動性神経細胞のマーカーで
あるコリンアセチルトランスフェラーゼ(CIAT)
の抗体を用いてコリン作動性神経の局在を検討す
ると共に､他の動物ではコリン作動性神経細胞を
特異的に染色することが知られている核酸染色性
蛍光色素を用い､コリン作動性神経の生体染色を
試みた｡
麻酔下で放血直後の動物(ニホンザル)から眼
球をできるだけ速やかに摘出し､4%パラフォル
ムアルデヒドと0.02%グルタールアルデヒドの混
液中で､一昼夜4℃で固定した後､chATの免疫
組織化学に供した｡一方､網膜細胞の生体鞄色に
ついては､摘出直後の眼球から前眼部および硝子
休を取り除き眼球腫標本を作り､4',6-diam-
idin0-2-phenyl-indole(DAPI.Sigma)%
0.3喝/Cの濃度で含むAm es液中に入れ細胞ラ
ベルを行った｡
この実験の結果､サルの網膜にはChATに対す
る免疫活性が内網膜に認められた｡細胞肘まそれ
ぞれ内税粒層と神経節細胞層にあり､細胞の突起
は内網状層【桝こ二つの層として存在していた｡｢万
DApIによる生体染色の結果､神経節細胞屑内
に直径が約Wpm程度で規則的に配列する小さな
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細胞が標識されているのが認められた｡ この標識
された細胞が果して_tl.一印の細胞であるのか､ま
たどの様な形懐を持つのか､引き続き検討してい
る｡
サル大脳におけるプロテインキナーゼの械能と
生理的役割
古橋 避(山口大 ･教菜)
情報伝道において蛋白質 .)ン酸化反応および
ca2十の役割は3E要であろが､Ca2十の関与する
プロテインキナーゼは､大別して2校に分けられ
る｡すなわち､ProteinKi｡aseCおよびCa2+
/Calmodulin依存性プロテインキナーゼである｡
とりわけ後者に屑する酵素のうち､Calmodulin
依存性で基質特異性の比較的広い多機能プロテイ
ンキナーゼが注目されている｡両酵素ともに､脳
組鰍乙は活性が高く､ネズミ､ウサギなどから酵
素蛋白は純化されている｡昨年度までに筆者らは､
サル大脳よりいくつかのプロテインキナーゼ(A
-Kinase,C-Kinase,CaM-PK)を臣出し､
その基質蛋白質を同定した｡本年度はこれらのう
ち､高分子虫をもつ多機能-カルモデュl)ン依存
性プロテインキナーゼに若目して実験を行った｡
酵素は､大脳の100,000g上田のDEAE-セル
ロースクロマトグラフィー､硫安分画(0-0.4
飽和)､ハイドロキシルアパタイト､カルモデュ
リンーアガロース､セフアローズCg-6Bなどの
クロマトグラフィーにより純化に成功した｡罷免
泳動的には均一である｡分子虫はほぼ50-60万で
あり､これまでに報告されている多機能性カルモ
デュリン依存性プロテインキナーゼと同一の酵素
と考えられた｡基質特爽性は広く､シナブシン､
チューブリン､などに対して活性が高く､各種ヒ
ストン､プロタミン､ホスビチンに対しては低い
基質特異性を示した｡カゼインに対する活性はシ
ナブシン1に対しレ10程度であった｡脳内にお
いて60C/Oは上清分画に､残りは桁粒分画に存在し
たoカルモデュリンに対するKo.5-70nMであ
りイヌ心臓､ラット脳などから得られた群菜とよ
く似ている｡
本酵素の生体内基質をSDS-PAGE､オートラ
ジオグラフィー により検索した結果､850K､170
K､80K､78K､50Kの4柾の基質が同定でき
た｡いずれも上m分所には存在しない｡現在､こ
れら!LS･円の同定を行っていろ｡
課 題 7
等電点電気泳動法を用いたニホンサルの地域
iB伝分化に関する研究
川本 芳(名大･良 )
昨年度の共同利用研死で等昭点昭気泳動法によ
りニホンザルのビタミンD結合性タンパク(DB
P)変異を検出できることが砕認できた｡今年度
をこのDBP変穴の地理的分相を明らかにするこ
とを目的として､各地から収班され荊大正技研に
保存されていろ血蔽試料の袈現型を判定した｡44
地域柴田(ホンドザル48郡とヤクザル)計884個
休について検黙したところ､これまでに穴なった
等電点をもつ5柾河のDBP分子が検出できた｡
また泳動により判別される表現型はll.-バンド､
二本バンドのいずれかであり､他生物で和告され
ている常染色体共慣性迫伝子による支配が予想さ
れた｡
変異の地理的な出現傾向は以下のようにまとめ
られる｡
①他の血液タンパク多型の例と同様に､DBPに
おいてもニホンザルにみられる変飛型は地域熊
田全体に広く認められるタイプ(a型)と､い
.くつかの柴田に限って検出されるタイプ(b,
C,d,e)に大別できる｡.
②b型は中部 ･閃煎(市松群を除く)､煎北地方
の群れで検出され､大部分の近畿以西群では認
められない｡
③C型は近畿圏のいくつかの群れだけにLR申分布
する｡
ニホンザルにおける従釆のタンパク多型調査で
は､変罪の著しい地域局在化傾向が観察され､ニ
ホンザル祖先の日本列氏浸入後の分布拡大と関連
づけて議論できる標識タンパクは乏しい｡今回D
BPのb型で認められた分布傾向(上記まとめの
② )は､列E3円でニホンザル分布域が変化した過
程を示唆する結果と考えられ､ニホンザルの進化
を考察する上で興味がもたれる｡
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